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福
井
宏
一
郎

　

こ
の
春
に
、
東
京
鳥
取
県
人
会

の
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
勝

部
副
会
長
、
長
尾
副
会
長
、
市
川

副
会
長
以
下
の
新
体
制
で
、
故
郷

の
鳥
取
県
と
の
縁
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
東
京
鳥
取
県
人
会
の
活
動

を
企
画
し
て
参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
2
年
以
上
に
わ

た
っ
て
社
会
的
な
活
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
る
中
、
県
人
会
も
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
総
会
と

懇
親
の
集
い
」、
更
に
新
年
賀
詞

交
換
会

の
中
止

を
余
儀

な
く
さ

れ
ま
し

た
。
𠮷

田
前
会
長
率
い
る
県
人
会
は
、
会

員
の
皆
様
と
の
交
流
の
場
を
継
続

し
よ
う
と
「
梨
花
」
の
発
行
を
続

け
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

な
が
ら
「
因
伯
オ
ー
プ
ン
」
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
の
開
催
、
歌
舞
伎
の
鑑

賞
会
を
実
施
し
て
き
て
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
沈
静
化
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
に
て
11
月
23
日
に

「
総
会
と
懇
親
の
集
い
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
新
企
画
も

充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆

様
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

５
月
に
、
実
家
の
あ
る
鳥
取
県

倉
吉
市
を
訪
ね
ま
し
た
。
ひ
と
き

わ
明
る
い
新
葉
の
楠
、
濃
緑
の
旧

葉
の
上
に
明
る
い
新
葉
が
混
在
し

て
パ
ン
ダ
の
よ
う
に
な
る
椎
の
木

な
ど
、
古
里
の
里
山
が
目
に
沁
み

ま
し
た
。
そ
の
途
上
、
大
阪
か
ら

足
を
伸
ば
し
て
、
高
野
山
に
も
立

ち
寄
り
ま
し
た
。
奥
の
院
の
杉
の

巨
木
の
間
を
歩
い
て
い
て
、「
鳥

取
池
田
家
墓
所
」
と
書
か
れ
た
杭

が
目
に
入
り
ま
し
た
。
殿
様
の
五

輪
の
墓
が
立
ち
並
ぶ
中
で
、
厳
か

な
空
気
に
浸
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

あ
、
少
し
ず
つ
活
動
再
開
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
限
ら
れ
た
活
動
の

中
で
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
い

た
会
員
の
皆
様
に
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
県
人
会
の
会
則

が
最
初
に
う
た
う
、「
本
会
は
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
郷
土
鳥
取
県
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
い

う
趣
旨
に
沿
う
べ
く
、
少
し
で
も

多
く
往
来
・
交
流
・
歓
談
の
機
会

を
提
案
し
て
参
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

縁
あ
っ
て
故
郷
で
半

世
紀
ぶ
り
に
働
く
機
会

を
得
た
。

　

お
盆
・
正
月
な
ど
年

数
回
は
帰
省
し
て
い
た

が
、
毎
日
生
活
す
る
の

と
は
訳
が
違
う
。

　

東
京
・
横
浜
・
大
阪
・

神
戸
と
大
都
会
で
の
社

会
人
生
活
と
は
、
い
ろ

ん
な
違
い
に
気
づ
か
さ

れ
驚
き
も
あ
る
。

　

鳥
取
で
の
通
勤
・
移

動
手
段
は
も
っ
ぱ
ら

車
。
都
会
で
の
通
勤
満

員
電
車
や
電
車
移
動

に
は
解
放
さ
れ
た
が
、

ち
ょ
っ
と
タ
バ
コ
を
買

い
に
行
く
の
も
車
。
本

当
に
歩
く
事
が
な
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
５
㎏

太
っ
た
。（
鳥
取
人
は
足
腰
が
弱

い
か
も
し
れ
な
い
）

　

雪
の
多
さ
に
は
う
ん
ざ
り
だ
。

特
に
昨
年
、
今
年
は
大
雪
で
雪
か

き
を
何
度
も
や
っ
た
。
鳥
取
人
は

雪
か
き
を
黙
々
と
や
る
。
こ
の
時

は
結
束
力
が
あ
る
。（
余
分
な
労
力

だ
。こ
こ
で
足
腰
鍛
え
る
し
か
な
い
）

　

ご
存
知
の
通
り
雪
道
の
運
転
は

平
常
時
の
１
０
０
倍
気
を
使
う
。

ス
コ
ッ
プ
・
長
靴
・
手
袋
・
雪
お

ろ
し
棒
は
常
備
品
だ
。

　

そ
の
分
、
春
の
嬉
し
さ
は
人
一

倍
だ
。
桜
の
季
節
は
本
当
に
う
れ

し
い
。
袋
川
、
鳥
取
城
跡
、
因
幡

千
本
桜
な
ど
桜
の
良
い
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
。

少
子
化
は
驚
き
だ
。
も
う
私
の
出

身
小
中
学
校
は
存
在
し
な
い
。
出

身
八
頭
高
校
も
当
時
1
学
年
13
ク

ラ
ス
（
若
桜
分
校
、家
政
科
含
む
）

が
、
現
在
6
ク
ラ
ス
だ
と
か
。

し
か
も
鳥
取
市
内
の
学
生
が
多
い
。

　

昨
年
の
若
桜
町
で
誕
生
し
た
子

供
は
わ
ず
か
3
人
だ
と
。

　

こ
れ
で
は
町
が
成
り
立
た
な
い
。

　

季
節
に
合
わ
せ
た
食
材
が
す
ぐ

手
に
入
る
の
は
う
れ
し
い
。

美
味
し
く
新
鮮
で
本
当
に
安
い
。

松
葉
ガ
ニ
、
親
が
に
、
梨
、
柿
、

カ
レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
岩
が
き
、

ス
イ
カ
な
ど
な
ど
、
鳥
取
に
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
だ
。

　

仕
事
に
於
い
て
は
、
人
間
関
係

が
非
常
に
大
事
に
な
る
。

「
か
き
分
け
て
自
分
だ
け
」
な
ん

て
考
え
な
い
方
が
良
い
。
小
さ
な

市
場
を
皆
で
分
か
ち
合
う
精
神
が

必
要
で
、
田
舎
社
会
の
良
い
所
だ

と
痛
感
す
る
。

　

帰
省
し
て
2
年
に
な
る
が
、
若

桜
線
に
一
度
も
乗
っ
て
な
い
。
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会
長
退
任
の
ご
挨
拶　

名
誉
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田
政
雄

　

本
年
２
月
に
東
京
鳥
取
県
人
会

の
会
長
を
退
任
し
た
𠮷
田
で
す
。

足
立
様
の
後
任
と
し
て
会
長
に
就

任
し
た
の
は
２
０
１
９
年
10
月
の

総
会
の
日
で
し
た
。
こ
の
総
会
の

前
日
も

台
風
襲

来
で
、

長
野
新

幹
線
の

車
両
基

地
が
水
没
す
る
程
の
風
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
年
が
明
け
て
新

年
の
賀
詞
交
歓
会
を
了
え
て
海
外

へ
出
掛
け
ま
し
た
が
、
そ
の
最
中

に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
顕
在
化
し
ま

し
た
。
中
国
の
武
漢
が
都
市
封
鎖

さ
れ
、
日
本
で
も
患
者
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ご
存
じ
の

よ
う
に
、「
三
密
回
避
」
等
の
行

動
抑
制
策
が
最
優
先
さ
れ
る
「
新

常
態
」
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄

さ
れ
続
け
て
、
残
念
な
が
ら
在
任

中
は
一
度
も
総
会
を
開
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
重
点
方
針
と
し
て
「
関

係
人
口
の
拡
大
」
を
掲
げ
ま
し
た

が
、
リ
ア
ル
な
懇
談
の
場
の
設
定

も
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
非
接
触
の
交
流
手
段
と
し
て
頼

り
に
し
た
の
が
「
梨
花
」
で
す
。

取
材
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
投
稿

を
中
心
に
年
３
回
の
発
行
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
広
報
部
会
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

就
任
時
の
挨
拶
で
、
私
は
”
県

人
会
の
運
営
は
駅
伝
の
よ
う
な
も

の
”
と
例
え
ま
し
た
。
逆
風
続
き

で
失
速
状
態
の
ま
ま
で
し
た
が
、

何
と
か
福
井
新
会
長
に「
た
す
き
」

を
渡
す
こ
と
は
出
来
ま
し
た
。
紙

面
を
借
り
ま
し
て
、
県
人
会
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
（
＆
我
慢
）
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

副
会
長
紹
介

勝
部
日
出
男
（
総
務
部
会
長
）

長
尾　

克
己
（
広
報
部
会
長
）

市
川
祐
一
郎
（
交
流
部
会
長
）

去
る
２
月
23
日
に
予
定
し
て
い
た
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
オ
ミ

ク
ロ
ン
の
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
、
書
面
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
総
会
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
新
会
長
に
福
井
宏
一
郎
副

会
長
が
選
任
さ
れ
、
副
会
長
他
役
員
人
事
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

随想リレー

半
世
紀
ぶ
り
の
故
郷

　
　

鳥
取
ビ
ル
コ
ン
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長　

杉
原　

真
人

出身：米子市
（旧淀江町）
高校：米子東高校

出身：鳥取市
（旧鹿野町）
高校：鳥取西高校

出身：倉吉市
高校：倉吉東高校

《　東京鳥取県人会役員　》

	 	 	 	 　　　任期　自　令和 4年 2月
【五十音順】　	 	 	 	 　　至　令和 5年 11月

役　職　名 氏　　　　　　名

顧　　問 足立盛二郎 上村　正明 金子亮太郎 萬治　隆生

名誉会長 𠮷田　政雄

名誉会員 池田百合子

会　　長 福井宏一郎

副　会　長 市川祐一郎 勝部日出男 長尾　克己

赤澤　亮正 石破　茂　 上山　信一 小川　浩史

金田　哲夫 倉繁貴志子 古賀		信三 小島順一郎

評　議　員 近藤　裕　 竹内　功　 野口　賢照 林田　英樹

舞立　昇治 三角　幸子 本池　滋夫 山内　治男

山田　憲典 	山本　和昭 湯原　俊二 米濵　和英

常任幹事

（東　部） 奥田　真三 小島　憲道 平石　政伯

（中　部） 加藤　雅子 倉都　康行 藤井田多恵子

（西　部） 柏木　雅浩 吉川　博　 下村　節宏

会計監事 花房　幸範 松嶋　一海

事務局長 堀田　晶子 （鳥取県東京本部長）　　　

※ 1　紙面の都合上、幹事の皆様の記載は略しました。
※ 2　下線の方は新任、または異動者

リンガーハットグループは昭和 37 年、長崎市鍛冶屋町の「とんかつ浜かつ」の開業に始まります。その後、
長崎ちゃんぽん専門店として「リンガーハット」の店舗展開を始めて、創業より 60 年が経ちました。
今では海外へも進出し、グループ合わせて 700 店余を展開しています。

国産野菜たっぷり
「彩り野菜のちゃんぽん」

〒141-0032　東京都品川区大崎 1-6-1 TOC 大崎ビル14F
TEL 03-5745-8611  FAX 03-5745-8622

　　　　名誉会長　　米　濵　和　英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鳥取市出身）
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随想リレー

　
　
　
　
　会

　
員

　
　
　
　
景

　
山

　
　
　
正

鳥
取
県
民
の
「
幸
福
度
」
は
東
京
よ
り
上
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▲「ふるさと」斉唱

平
成
28
年
東
京
鳥
取
県

人
会
総
会
と
懇
親
の

集
い
は
、
去
る
10
月
10
日（
月・

祭
）の
午
前
11
時
30
分
か
ら
、

東
京
千
代
田
区
平
河
町
の
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
約
２
４
０

名
参
加
の
下
に
盛
大
の
う
ち
に

開
催
さ
れ
た
。

　
足
立
盛
二
郞
副
会
長
の
第
一

声
に
始
ま
り
、
萬
治
隆
生
会
長

の
挨
拶
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

参
加
者
が
増
え
た
こ
と
を
喜
ぶ

と
共
に
、
益
々
郷
土
の
発
展
に

寄
与
し
て
行
き
た
い
と
力
強
い

宣
言
が
あ
っ
て
、
そ
の
言
葉
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
米
子
出
身
で

東
京
芸
大
音
楽
学
部
声
楽
専
攻

の
現
役
生
松
原
愛
実
さ
ん
の
県

民
歌
「
わ
き
あ
が
る
力
」
の
独

唱
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、

前
田
修
事
務
局
長
の
会
務
並
び

に
会
計
報
告
が
あ
っ
て
、
総
会

議
案
の
す
べ
て
は
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　
引
き
続
い
て
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
は
本
県
出
身
の
民
謡
歌

手
佐
藤
松
弘
美
さ
ん
が
三
味
線

な
ど
を
バ
ッ
ク
に
従
え
て
登

壇
、
得
意
の
鳥
取
県
、
島
根
県

の
民
謡
を
次
々
と
披
露
、
７
曲

目
は
正
調
貝
殻
節
で
締
め
く

く
っ
た
。

　
懇
親
の
部
で
は
、
司
会
を
元

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
若
林
理
紗
さ
ん
が
引
き

継
ぎ
、
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
主

賓
お
よ
び
来
賓
代
表
の
２
名
の

方
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

 

笑
い
を
誘
っ
た

　

 

来
賓
あ
い
さ
つ

　
は
じ
め
に
登
壇
し
た
平
井
伸

治
県
知
事
は
、
蟹
取
県
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
３
年
目
に
入
り
、
観

光
事
業
並
び
に
産
業
振
興
も
完

璧
で
は
な
い
が
順
調
に
進
ん
で

い
る
こ
と
、
外
国
の
ク
ル
ー
ズ

船
寄
港
が
年
間
50
隻
に
向
け
境

港
な
ど
の
岸
壁
整
備
に
力
を
そ

そ
い
で
い
る
こ
と
、
産
業
面
で

は
北
栄
町
の
イ
チ
ゴ
農
場
が
洋

菓
子
の
不
二
家
と
の
連
携
に
成

功
し
て
「
イ
チ
ゴ
一
会
」
の
出

会
い
と
笑
わ
せ
た
。

　
次
に
登
壇
し
た
石
破
茂
議
員

は
、今
年
の
参
議
院
選
は
鳥
取
・

島
根
が
一
つ
に
な
っ
た
が
、
両

県
は
距
離
的
に
も
長
く
、
合
区

に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
う
立
場

を
強
調
し
た
。
ま
た
、
目
立
た

な
い
立
場
で
メ
デ
ィ
ア
に
追
わ

れ
な
く
な
っ
た
分
、
勉
強
が
で

き
る
と
笑
わ
せ
、
い
つ
の
時
代

も
国
を
変
え
て
い
く
の
は
地
方

に
有
る
と
、
国
づ
く
り
へ
の
熱

い
思
い
を
語
っ
た
。
両
氏
の
出

席
者
と
の
対
話
サ
ー
ビ
ス
は
相

変
わ
ら
ず
活
発
だ
っ
た
。

　
宴
は
た
け
な
わ
に
、
交
歓
風

景
が
各
テ
ー
ブ
ル
で
展
開
、
恒

例
の
福
引
き
で
も
盛
り
上
が

り
、
締
め
は
い
つ
も
の
「
ふ
る

さ
と
」
の
合
唱
で
無
事
お
開
き

と
な
っ
た
。

写
真
／
近
衛
義
弘

文
／
遠
藤
隆
司

平成28年度東京鳥取県人会「総会と懇
親の集い」は約240名が参加、民謡歌手
佐藤松弘美さんのミニコンサートが花を
そえ、これまでにない盛り上がりをみせた

　
わ
れ
ら
が
故
郷
鳥
取
県
は
世
に
知
ら
れ

た
少
人
口
県
で
、
27
年
の
国
勢
調
査
に
よ

る
そ
の
人
口
は
、
全
国
47
都
道
府
県
中
最

下
位
の
57
万
人
余
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
東
京

の
20
分
の
１
ほ
ど
で
し
か
な
い
。

　
少
人
口
県
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
は
、

参
院
選
挙
で
も
一
選
挙
区
と
し
て
、
地
域

の
代
表
を
選
出
し
て
い
た
が
、
一
票
の
格

差
が
違
憲
状
態
で
あ
る
と
し
て
、
前
回
の

参
院
選
で
は
、
46
番
目
の
島
根
県
と
合
区

さ
れ
た
。
が
、
そ
れ
で
も
尚
、
ト
ッ
プ
の

北
海
道
の
選
挙
区
に
比
し
、
３
倍
以
上
の

格
差
が
あ
る
と
違
憲
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
、

目
下
、
東
京
高
裁
他
で
４
件
の
合
憲
判
決

と
大
阪
高
裁
広
島
高
裁
他
で
５
件
憲
判
決

と
大
阪
高
裁
他
で
５
件
の
違
憲
状
態
で
あ

る
旨
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
処
で
あ

る
。

　
先
般
の
東
京
鳥
取
県
人
会
総
会
で

は
、わ
れ
ら
が
誇
る
石
破
代
議
士
か
ら
、

前
回
の
参
院
選
で
の
合
区
に
よ
り
、
東

西
に
４
百
キ
ロ
近
く
に
も
拡
が
る
選
挙

区
な
ど
、
到
底
走
り
回
れ
る
も
の
で
な

く
、
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
旨
の
話
が

あ
っ
た
が
、
憲
法
上
、
国
民
一
人
一
人

に
参
政
権
が
保
証
さ
れ
て
い
る
以
上
、

１
票
の
格
差
自
体
は
矢
張
り
考
慮
を
要

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
決
す

る
に
は
、
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
、
都

道
府
県
別
の
垣
根
を
外
し
て
考
え
る
事

で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
思
わ

れ
る
。

　
県
政
の
面
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
バ

リ
ア
ー
は
な
く
、
全
く
自
由
に
、
お
ら

が
県
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先

の
都
知
事
選
以
来
、
大
変
な
小
池
ブ
ー

ム
で
あ
る
が
、
小
池
知
事
の
人
気
が
い

く
ら
高
く
て
も
、
そ
れ
を
遠
く
か
ら
眺

め
て
い
る
都
民
１
３
０
０
万
人
一
人
当

た
り
に
す
れ
ば
、
小
池
さ
ん
程
で
は
な

い
に
し
て
も
可
な
り
人
気
の
高
い
わ
れ

ら
が
平
井
知
事
の
人
気
を
、
僅
か
57
万

人
で
身
近
に
享
受
し
て
い
る
鳥
取
県
民

の
方
が
、
最
近
注
目
さ
れ
て
来
た
「
幸

福
度
」
指
標
の
観
点
か
ら
は
、
遥
か
に

幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ

う
。

（
元
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
役
員
）

　４
回
目
と
な
る
恒
例
の
東
京
鳥
取
県
人
会

　新
年
賀
詞
交
換
会
は
、
来
る
１
月
23
日
（
月
）

正
午
か
ら
14
時
ま
で
、
と
っ
と
り
、
お
か
や
ま
新
橋
館
２
階
の
「
も
も
て
な
し
家
」
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
会
費
４
千
円
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
。
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賀
詞
交
換
会
の
お
知
ら
せ

地
震
の
お
見
舞
い

　去
る
10
月
21
日
、鳥
取
県
中
部
地
方
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６・６
の
地
震
が
発
生
、幸
い
に
も
、

死
者
も
な
く
こ
と
な
き
を
得
ま
し
た
。
土
塀
や
屋
根
瓦
の
被
害
が
多
く
、
い
ま
で
も
所
々
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
が
見
ら
れ
ま
す
。
被
災
地
へ
慎
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
会
員
一
同
）

海
、
川
、
山
、
高
原
、
里
、

さ
ら
に
砂
丘
地
、
汽
水
湖
、
す

べ
て
の
生
物
に
と
っ
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
良
質
な
水
源
、
そ

の
伏
流
水
が
流
れ
込
む
湾
、
ふ

る
さ
と
鳥
取
は
良
質
な
食
材
を

生
む
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か

し
、
県
内
全
域
に
わ
た
っ
て
各

種
の
質
の
高
い
食
材
の
生
産
、

加
工
技
術
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
。
県
中
部
で
は
千
葉
県
か
ら

約
百
年
も
前
に
導
入
さ
れ
た
青

ナ
シ
が
、鳥
取
県
の
名
産「
二
十

世
紀
ナ
シ
」
と
し
て
定
着
し
、

今
な
お
品
種
改
良
を
加
え
、
消

　
地
方
創
生
ば
な
し
《
そ
の
５
》

東
、
中
、
西
と
も
県
民
の

　
地
方
創
生
へ
の
努
力
は
絶
え
間
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
任
幹
事

　
小
泉
典
子

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
て

い
る
。
県
東
部
で
は
砂
丘
地
農

業
の
困
難
さ
を
克
服
し
、
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
や
ナ
ガ
イ
モ
を
主
と
す

る
作
物
の
生
産
を
軌
道
に
の
せ

た
。
海
産
物
と
海
産
物
利
用
の

加
工
品
の
品
質
を
向
上
さ
せ
た

の
は
、
県
西
部
が
中
心
と
な
っ

て
開
発
し
た
海
産
物
の
「
う
ま

み
」
を
引
き
出
す
氷
温
熟
成
技

術
で
注
目
度
が
高
い
。
今
や
海

外
か
ら
の
視
察
が
盛
ん
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
県
民

の
地
域
創
生
へ
の
絶
え
間
な
い

努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

大
山
は
平
成
30
年
に
「
大
山

開
山
千
３
百
年
」
を
迎
え
る
。

こ
れ
を
契
機
に
と
、
さ
ら
な
る

地
域
創
生
に
向
け
て
の
検
討
努

力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

県
西
部
の
境
港
に
は
大
型

観
光
船
の
寄
港
が
相
次
ぎ
、

平
成
23
年
の
寄
港
は
４
回
で

１
、１
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、

28
年
35
回
の
寄
港
で
約
４
万
人

に
達
し
、
29
年
に
は
寄
港
50
回

５
万
人
に
達
す
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
大
型
の
船
の
寄
港
が

進
ん
で
い
る
こ
の
好
機
を
、
県

全
域
に
わ
た
る
密
度
濃
い
創
生

に
結
び
付
け
る
た
め
の
努
力
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
東
京
県
人

会
会
員
の
提
案
も
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
平
成

５
年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
23

年
を
経
過
し
た
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
累
計
客
数
は
、
今
年

３
千
万
人
を
突
破
し
た
と
地
元

紙
は
報
じ
て
い
る
。
地
域
創
生

の
何
よ
り
の
例
で
あ
ろ
う
。

高
齢
化
の
時
代
、
気
が
か
り

な
問
題
と
し
て
、
認
知
症
の
発

症
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を
失
い

か
ね
な
い
こ
の
症
状
の
緩
和
抑

制
を
期
待
さ
れ
る
有
効
成
分
が

多
く
含
ま
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
が
境

港
市
の
澤
井
コ
ー
ヒ
ー
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
富
山

医
科
薬
科
大
学
和
漢
研
究
所
・

服
部
征
雄
教
授
の
脳
神
経
細
胞

活
性
化
学
物
質
「
ト
リ
ゴ
ネ
リ

ン
」
の
研
究
と
、
鳥
取
大
学
大

学
院
・
浦
上
克
哉
教
授
に
よ
る

「
痴
ほ
う
予
防
効
果
」
に
対
す

る
同
物
質
の
人
に
対
す
る
研
究

結
果
に
基
づ
く
も
の
で
、
ト
リ

ゴ
ネ
コ
ー
ヒ
ー
と
命
名
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
独
自
の
氷
温
熟
成
と

低
温
焙
煎
技
術
に
よ
り
、
ト
リ
ゴ

ネ
リ
ン
が
通
常
の
コ
ー
ヒ
ー
の

２
倍
も
含
ま
れ
て
い
る
。
澤
井

コ
ー
ヒ
ー
さ
ん
は
本
年
10
月
に

東
京
に
進
出
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
地
方
創
生
の
核
の
一
つ

と
し
て
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

認知症予防教室に通
う高齢者 7 人に約
４ヶ月間、トリゴネ
コーヒーを飲んでも
らった結果。７人中
６人が認知症改善。
認知症の度数がたか
いほど改善度が高い
ことがわかる。

飲用４ヶ月後の認知効果検証
（エーダス検査）

門 脇　 崇代表取締役　河崎　妙子
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交
流
部
会　

今
後
の
活
動
計
画

　

こ
の
た
び
勝
部
前
部
会
長
か
ら

交
流
部
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た

市
川
祐
一
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当

交
流
部
会
で
は
、
今
後
は
以
下
の

活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

1.
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
7
日
：
湘
南
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

2.
囲
碁
大
会
（
マ
ス
コ
ミ
と
の

対
抗
戦
は
中
止
）

10
月
：
県
人
会
交
流
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
於
日
本
棋
院

3.
経
済
／
文
化
交
流
・
啓
発
事

業1）
時
期
未
定
：
郷
里
若
手
経
営

者
と
交
流
懇
談
会

2)
調
整
中:

佐
古
関
西
外
語
大

教
授
講
演
会

4.
文
化
・
芸
術
鑑
賞
会

時
期
未
定:

美
術
鑑
賞
＆
グ
ル

メ
会

5.
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
ガ
イ
ナ
ー
レ

鳥
取
の
応
援

11
月
12
日
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
横
浜
戦
於

ニ
ッ
パ
ツ
三
ツ
沢
球
技
場

6.
そ
の
他
（
随
時
ご
要
望
に
応

じ
て
検
討
）

手
相
家　

　
　
　
　
　

西
谷
泰
人（
倉
吉
市
）

皆
様
こ
ん

に
ち
は
！

　

私
は
、

倉
吉
東
高

等
学
校
を
卒
業
し
て
早
50
年
。
今

年
で
68
歳
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
手
相
家
・
作
曲
家
と
し
て
、

東
京
・
高
円
寺
に
在
住
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

★
私
は
手
相
家
と
し
て
、
以
前
は

「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
」に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

本
は
ト
ー
タ
ル
１
０
０
冊
以

上
出
版
。
近
著
は
『
百
発
百
中 

手
相
術
』（
日
本
文
芸
社 

刊　

２
７
０
０
円
＋
税
）
が
、
第
5
刷

に
な
り
ま
し
た
。

★
一
方
、
作
曲
家
と
し
て
も
バ
ン

ド
「The Fortune tellerz

」（
＝

占
い
師
の
意
味
）
で
新
曲
を
い
ろ

い
ろ
発
表
。
最
近
、
世
界
配
信
し

た
『N

ew
 York Love Story

』

と
『Sw

eet Angela

』
の
2
曲

が
、
発
売
数
カ
月
で
、YouTube

１
０
０
万
回
再
生
と
な
っ
て
い
ま

す
。
海
外
で
売
れ
て
い
て
、
日
本

で
の
人
気
は
こ
れ
か
ら
で
す
の

で
、
皆
さ
ま
是
非
と
も
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
〜
！

第
二
の
人
生
は
地
域
活
動

　
　
　
　
　

亀
井
佑
子（
米
子
市
）

　

米
子
圏

人
会
は
１

９
６
７
年

頃
の
鳥
取

県
東
京
学
生
寮
出
身
者
を
母
体
に

し
た
集
ま
り
で
す
。
私
は
そ
の
幹

事
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
2

年
間
、
懇
親
会
が
中
止
に
な
り
残

念
で
す
。

　

私
は
今
、
江
戸
川
区
在
住
の
イ

ン
ド
の
方
の
お
好
み
の
野
菜
フ

レ
ッ
シ
ュ
メ
テ
ィ
を
普
及
す
べ

く
、
特
任
で
い
る
短
大
の
学
生
と

共
に
レ
シ
ピ
開
発
を
し
て
お
り
ま

す
。
学
生
や
地
域
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
「
え
ど
が
わ
メ
テ
ィ
普
及

会
」
と
共
に
、
メ
テ
ィ
農
園
の
見

学
、
勉
強
会
、
イ
ン
ド
文
化
の
講

演
会
の
企
画
・
参
加
等
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
異
文
化
共
生
、
多
世

代
交
流
の
活
動
は
拡
充
し
て
き
て

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

６
月
の
江
戸
川
区
「
環
境
フ
ェ

ア
―
」
に
短
大
と
し
て
参
加
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
「
食
べ

き
り
レ
シ
ピ
」
の
展
示
と
動
画
、

前
述
の
普
及
会
と
共
に
メ
テ
ィ
の

栽
培
・
調
理
法
の
展
示
及
び
提
供

を
す
る
予
定
で
す
。

鳥
取
県
東
京
本
部
長

　
　
　
　
　

堀
田
晶
子（
境
港
市
）

　

こ
の
た

び
、
４
月
１

日
付
で
東

京
本
部
長

に
就
任
し
ま
し
た
堀
田
晶
子
で
す
。

３
月
ま
で
は
文
化
振
興
監
と
し
て
、

各
文
化
芸
術
分
野
の
振
興
や
文
化

芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
東
京
本

部
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
従
事
し
た
、

外
国
人
観
光
客
の
受
入
環
境
整
備

や
鳥
取
県
の
食
の
魅
力
発
信
な
ど

の
業
務
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
で
す

の
で
、
鳥
取
県
の
観
光
素
材
や
農

水
産
物
な
ど
の
情
報
発
信
、
移
住

定
住
や
企
業
の
誘
致
な
ど
当
本
部

内
職
員
と
工
夫
し
な
が
ら
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
分
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な
が
ら
、
会

員
の
皆
様
の
親
睦
が
一
層
図
ら
れ
、

鳥
取
県
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
本
部
長
退
任
挨
拶

　
　
　
　
　

谷
長
正
彦（
鳥
取
市
）

　

皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
東
京
で
の
単
身
赴
任

生
活
を
終
え
、
ふ
る
さ
と
の
鳥
取

市
河
原
町
の
実
家
に
戻
っ
て
か
ら

早
一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
様

に
は
４
年
間
に
わ
た
り
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。
そ
し
て
、
当
方
は
県

人
会
の
一
会
員
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
私
は
、
県
人
会
評
議
員

の
石
破
茂
代
議
士
の
鳥
取
市
内
事

務
所
で
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
代
議
士
の
秘
書
業
務
の
一
端
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

悪
戦
苦
闘
の
日
々
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
い
ま
だ
に
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
が
、
事

情
が
許
せ
ば
今
秋
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
く
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、
次

の
定
年
後
に
は
、
鳥
取
と
首
都
圏

と
の
二
拠
点
生
活
を
実
現
す
べ

く
、
業
務
に
精
進
し
て
参
る
所
存

で
す
。
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
お

付
き
合
い
の
ほ
ど
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥
取
を
元
気
に
す
る
会

　
　
　
　
　

岩
永
達
也（
鳥
取
市
）

　

本
年
３

月
26
、
27

日
の
２
日

間
に
わ

た
っ
て
、「
鳥
取
を
元
気
に
す
る

会
」
主
催
に
よ
る
日
本
ト
ッ
プ
プ

レ
イ
ヤ
ー
卓
球
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
会
は
地
元
鳥
取
敬
愛

高
校
の
卓
球
部
を
全
国
レ
ベ
ル
に

押
し
上
げ
た
、中
村
茂
樹
先
生（
元

卓
球
部
監
督
、
現
鳥
取
市
卓
球
連

盟
会
長
）
を
会
長
と
し
て
、
東
京

県
人
会
所
属
の
林
正
史
さ
ん
と
私

が
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
講

師
は
全
日
本
混
合
ダ
ブ
ル
ス
３
連

覇
の
森
薗
政
崇
選
手
と
全
日
本
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
３
位
の
上
田
仁
選

手
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
26
日
は

中
村
会
長
の
卓
球
道
場
で
80
人
の

子
供
達
、
27
日
は
県
民
体
育
館
で

１
５
０
人
程
度
が
ト
ッ
プ
プ
ロ
の

球
を
直
に
受
け
ま
し
た
。
鳥
取
県

出
身
東
京
在
住
者
と
地
元
の
コ
ラ

ボ
で
、
人
口
は
全
国
一
少
な
い
が

元
気
の
あ
る
鳥
取
に
さ
ら
に
元
気

を
出
し
て
も
ら
お
う
！
と
い
う
趣

旨
で
活
動
す
る
会
で
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

「
倉
吉
に
新
し
い
名
所
が
で
き
ま
し
た
！
」

名
勝
の
庭
園
「
環
翠
園
」
が
一
般
公
開
開
始　
　
　
　

福
井
宏
一
郎

　

国
登
録
記
念
物
・
県
指
定
名
勝

で
あ
る
小
川
家
庭
園
「
環
翠
園
」

が
令
和
3
年
11
月
3
日
か
ら
一
般

公
開
さ
れ
、
市
民
、
県
民
、
観
光

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
園
内

に
は
、
茶
室
・
美
術
品
・
歴
史
遺

産
が
数
多
く
あ
り
、
鳥
取
県
の
茶

道
や
作
庭
文
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
貴
重
な
庭
園
で
す
。
庭
園

内
の
茶
亭
「
南
山
荘
」
に
は
、
鳥

取
県
出
身
の
日
本
画
家
菅
楯
彦
が

終
戦
前
か
ら
戦
後
の
2
年
間
、
疎

開
し
て
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

環
翠
園
は
倉
吉
観
光
の
中
心
地

の
白
壁
土
蔵
群
か
ら
、
西
に
見
晴

る
か
す
裏
大
山
の
方
向
に
向
か
っ

て
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
そ
の
途
上
に
は
、
3

年
前
に
開
館
し
た
「
円
形
劇
場
く

ら
よ
し
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
も
あ
り
、
倉
吉
の
散
策
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

逼
塞
感
か
ら
、
徐
々
に
活
動
を
開

始
し
よ
う
と
い
う
中
で
の
、
新
し

い
名
所
の
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

庭
園
解
説
付
き
の
散
策
の
他
、

抹
茶
と
お
菓
子
付
き
の
プ
ラ
ン
も

あ
り
ま
す
。
開
園
は
各
週
と
も
金

土
日
の
み
で
、
入
場
に
は
事
前
予

約（
電
話
かw

eb

）が
必
要
で
す
。

た
だ
し
当
日
予
約
で
も
空
き
が
あ

れ
ば
入
園
（
園
内
散
策
）
は
可
能

で
す
。（
貸
館
は
2
週
間
前
ま
で

に
要
予
約
）

電
話	0858-27-0190

https://w
w

w
.kansuien.jp/

index.htm
l 　

住
所　

鳥
取
県
倉
吉
市
河
原
町

3030-12

【
編
集
後
記
】

新
年
度
と
な
り
広
報
部
会
も
新
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
梨
花
の
編
集
は
、

長
年
に
亘
り
幹
事
の
遠
藤
隆
司
さ
ん

が
ほ
ぼ
一
人
で
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
お
願
い
す
る
訳
に

も
い
か
ず
、
部
会
員
で
手
分
け
し
て

の
作
成
と
な
り
ま
し
た
。
広
告
は
、

今
回
も
遠
藤
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り

多
く
の
広
告
を
出
し
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。

新
体
制
で
の
梨
花
の
発
行
と
な
り
、

紙
面
デ
ザ
イ
ン
も
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。       

編
集
子

地
方
創
生
ば
な
し
《
そ
の
17
》　　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

雅
行

 「
鳥
取
に
愛
を
感
じ
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
若
者
た
ち
の
も
の
が
た
り
」

　

地
方
創

生
が
政
策

と
な
る
前

に
鳥
取
県

を
Ｐ
Ｒ
す

る
在
東
京
の
若
者
た
ち
が
い
た
。

２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
２
年
に
か

け
、
鳥
取
県
東
京
本
部
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
活
動
し
た
あ
の
時
代
の
彼

ら
は
「
若
い
鳥
取
県
応
援
団
」
と
し

て
鳥
取
県
を
想
い
・
団
結
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
策
を
練
り
・
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
２
０
０
９
年
の
渋
谷
区
円

山
町
で
の
ク
ラ
ブ
、
２
０
１
０
年
24

時
間USTREAM

、
２
０
１
１
年
東

京
タ
ワ
ー
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
を
き
っ
か
け
に
、
鳥
取
へ
の
思
い

を
馳
せ
、
勇
ん
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
若

者
た
ち
の
現
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

岸
浩
之
さ
ん
（
鳥
取
市
在
住
、
41

歳
、
岩
美
町
出
身
）

　

当
時
団
長
を
し
て
い
た
岸
浩
之
で

す
。
２
０
１
１
年
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
現

在
は
、
地
元
テ
レ
ビ
局
で
イ
ベ
ン
ト

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
、
全
国
的
に
知
名
度
が

低
い
板
ワ
カ
メ
の
フ
ァ
ン
を
広
げ
る

団
体
／
ワ
カ
メ
部
を
発
足
さ
せ
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

川
崎
富
美
さ
ん
（
鳥
取
市
在
住
、

42
歳
、
鳥
取
市
出
身
）

　

２
０
１
７
年
末
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

美
し
い
田
畑
を
臨
む
空
き
家
で
、
猫

と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
東
京
で
商
品

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
経
験
を
活
か

し
、
鳥
取
で
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

シ
ョ
ッ
プ
の
店
舗
デ
ザ
イ
ン
や
、
工

芸
の
展
覧
会
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

福
祉
施
設
の
商
品
づ
く
り
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。地
元
で
の
仕
事
は
、

身
近
な
人
々
の
お
役
に
立
て
て
い
る

よ
う
で
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す

　

根
鈴
啓
一
さ
ん　
（
北
栄
町
在
住
、

44
歳
、
北
栄
町
出
身
）

　

２
０
１
７
年
に
自
分
の
人
生
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
帰
鳥
。
母
親
が

経
営
す
る
花
屋
を
、
前
職
の
広
報
・

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
野
の
知
見
を
活
か
し
て
第
二
創
業

中
で
す
。
花
屋
の
ほ
か
、
都
内
の
仕

事
を
リ
モ
ー
ト
で
受
け
た
り
、
地
元

企
業
や
自
治
体
の
広
報
戦
略
に
関
わ

り
、
旧
来
の
働
き
方
、
地
方
暮
ら
し

に
捉
わ
れ
ず
、
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
探
究
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
の
会
社
を
起
業
し
た
湯
梨
浜
町
出

身
で
八
頭
町
在
住
の
高
林
努
さ
ん

（
47
歳
）
や
米
子
市
市
議
会
議
員
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

奥
岩
浩
基
さ
ん（
39
歳
）
が
い
ま
す
。

紙
幅
の
関
係
で
全
て
の
方
を
ご
紹
介

出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
皆
元

気
に
鳥
取
で
輝
い
て
い
ま
す
。
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